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ヒヤリ・ハット事例のうち、抗悪性腫瘍剤に関する事例が７４件報告されています。

（集計期間：2010年1月1日～2010年12月31日）

そのうち、「疑義照会」の割合は下図の通りです。

※薬局ヒヤリ・ハット事例収集・分析事業「平成２２年年報」Ｐ１９４図表６－１－３、Ｐ１９５図表６－１－４、Ｐ１９５図表６－１－５を改変

「疑義照会」の事例１０件について、「疑義があると判断した理由」は下表左の通りです。

そのうち、処方せん以外の情報を用いて判断した事例（オレンジ色の部分）については、

「疑義があると判断する契機となった情報」を併せて示しました（下表右）。

抗悪性腫瘍剤に関する事例 （参考）ヒヤリ・ハット事例
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64
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疑義があると判断した理由 件数

当該処方せんのみで判断 １

当該処方せんと薬局で管理して

いる情報で判断
７

上記以外で判断 ２

計 １０

疑義があると判断する契機となった情報 件数注）

休薬期間における処方 ３

前回処方と今回処方の分量の相違 ３

前回処方と今回処方の薬剤の相違 ２

他薬局が発行した薬剤情報提供文書の内容 １

患者による薬剤の誤りの指摘 １

注）「前回処方と今回処方の分量の相違」と「前回処方と今回処方の薬剤の相違」の両方に該当する１事例をそれぞれ
に計上しているため、件数の合計は事例の件数（９件）とは異なる。
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